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日立図形処理.端末システムHITAC G-710(ェンハンス)
産業界での設計,製造のfナ理化･省

力化手段としてCAD,CAMの採用が

櫨んになっている｡

日_＼三岡形処理端末システムHITAC G

-710(図1)ほ,発表以来多くのユーーーサー

に利用されているが,今【dこれらユM

サーの意見,今後の利明の拡大を考宿

し,幾つかの改訂を行なうことにした｡

1.システムの概要

(1)メモリ石墨の拡張

穀大128k語までサポートする｡この

拡張により,表示用メモリが従来の約

r
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図l日立図形処理端末システムHITAC G-710

表l 構成機暑旨の形名

No. ロロ 名 形 名 備 考

l 図形処理端末装置 HT-5483-11 191∩ディスプレイ(基本端末)

2 HT-5483-21 25山ディスプレイ( )

3 HT-5484-11 19ト∩ディスプレイ(増設端末)

4 HT-5484-21 251∩ディスプレイ( )

5 グラフィックタブレット HT-5485-1l AOサイズ

6 テープせん孔機 HT-5159-1l 専用台付

7 ×-Yプロッタ装置 HT-5695-1l フロッピディスク装置イ寸

8
ハードコピー装置 HT-561l-2l 4チャネルマルチプレクサイ寸

9 HT-561l-11 マルチプレクサなL

10 増設メモリ HT-F5483-1l 32k語./ボード

3竹になるため,表示情報の蓄枯量が

増加し,システム設計が容易になる｡

(2)大形ディ スプレイのサポート

25inグ)大形スト レージディ スプレイ

をサボm卜する｡従米の19inディ スプ

レイに比べ表示両横が40ヲ右叶川口するた

め,プリント枇など高塩り空表ホが必要

な場合･,栴めてイ寸▲効である｡

(3)i茸体形状の恋史

従来,壮イこ対応末装置のディ スプレイ

は正何に向かってプ.ミ側に戸氾i写していた

が,人l‾…り工乍的見地から右側に変竣二し

た′J本変史により2ステMションシス

テムの‡拉でナ,どのステ川ションも同じ

フィーー1リングで仕月卜㌻ることができる｡

2.形名の設定

/州i】,表1に■ホすようにシステム梢

成機貸芹に対L形名を設定した｡

([_トンニ7宴望作♪叶コン ビュー一夕小米木挑)

日立分散形図形処二理システムHITAC G-730

(拡張システム)
設計製造分野でのfナ理化･告プJ化に

応ずるため,昭和54JF3Ijに発表した

"HITAC G-730”システムは,既にユ

Mザーで美禄勤し,各企業のナナ雌.化･

指ブJ化に貢献している｡/ト凹,-▲般グ

ラフィ
ックシステムの適用動ドーJ,ユー

ザ∽での実佗用如からの要望をJ吏日央さ

せて, 日立分散形図形処理システム

HITAC G-730(拡弓壬主システム)を開

発したので紹介する｡

1.主な特長

(1)主記憶容量を最大256k詰まで拡張

し,北本プログラムの機能強化,ユー

ザwプログラム作成の際ユーザー独白

のシステム構築でのユーーザ【負抑の輯

子成を凹った｡その他,主な拡張機能は,

(a)2次元処理と3次元処方里が,ステ

ーション対応に同時動作できる｡(b)対

話による図形処二哩と,ユーザープログ

ラム開発作業(コンパイルリンケージ

など)のバ､ソナ処理を同時動作ができ

る｡(C)ワークステーションが拉大4ス

テーショ ンまで接続できる｡

(2)3次丸岡形処J戦士,本システム独

自でモデリング機能をもち,モデルの

作成と作意角J空表示,4向表ホができ

る｡､またアプリケーションプログラム

として,(a)隠れ練処王軋(b)凹形デー

タ検索,(C_)平血切断,(d)3次‾ノ亡/2次

元デーータ変挽,(e)3ニ大丸POET,(f)

3次元自動寸法表示が用意されている｡

(3)ステ【ション惟能強化のため,高

盛
図
l

日立分散形図形処理システム

H什AC G-730(拡張システム)

表l システム仕様

項 目 仕 様

メモリ容量 最大256k語

ファイル容量 最大9l.6M語

ステーション数 最大4ステーション

漣ワークステmション接続ができる｡J

従来の端末に対L,メニュー拙作入

プJ川数の帆減,セレクション･操作,フ､

サー詐による応答などの操爪三件の向_上

放び同形巌｢榔別了卸を改善し,ディ スプ

レイ表示適性をなおいっそう向上させ,

総′ナ仰Jに応答件能の向上を阿った端末

である｡

(5)大容量ディスク(36M語の容量を

もつディスクを最大2子音)を接続する

ことができる｡

2.主な仕様

+三な什椛を表1に示す〕

([]+ンニ;皇望作析コンヒ_1【タl-J■こ紫ヰり一fI;1
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ターミナルシステムH‖‾AC T-530/40

本システムは,豊富な端末技術と多

くのユーザ【ニーズを取り人れて開発

Lた新しい生産管理システムである｡

このシステムは,従来の狭義の生産管

玉里システムの概念を脱し,データ収集,

問でナせ,帳票発行,その他諸機能を網

羅し,各椎の端末装置をそろえた総合

的な生産管理システムである｡

本システムは,オンライン,オフラ

インいずれの形態をもとることができ,

生産管理はもとより,その他の幅広い

分野に適用することができる｡また,

各端末装置は経済的な綱構成によって

ターミナルコントローラに接続され,

拡張件のある柔軟なシステムを構成す

ることができる｡

1.主な特長

(1)3種類の処理モード(オンライン

リアルタイム,オンラインデータエン

トリ､オフライン)により即日引生,ホ

スト処理能力,連用形態などからくる

要求を完全に満たすことができる｡

(2)データステ【ション,各種プリン

タ,ビデオデータターミナル,その他

椎々の端末を用意し,業務に適合した

捻子㌣的なシステムが構成できる｡

(3)電話線の使用とブロックごとのLち享1

線集約を可能にLた綱鵬J戊により,回

線1二事費の低さ成をトスlることができる｡

(4)各装置は,信頼性,操作性及び環

境条件を十分考慮して設計され,現場

指向の装置となっている｡

(5)端末装置の移設,増設に当たって

ホストコンピュータ

し200～9′680bps

端末制御装置

(フロ･ソビデイスク内蔵)

データステーション

モデルA

(80欄カード入力)

最大8台

∵り.

多動分岐装置

はシステムになんら影響を与えず,ま

た各柁の確認テストができる｡

(6)ターミナルコントローラではチェ

ックプログラムにより,データステー

ションからの入ソJデータを多l岐にわた

つてチェックでき,クリーンデータだ

けをホストコンピュータに音度すことが

できる｡

=]_､二仁製作所 コンピュータ事業本部)

最長2km(4,800bps) ､濫野着き､㌫

ロ リじ
′∫押榔も孔拗( 碍

堅…紛瀞ご"こ′ぜ仙
エ､､和､払 ′∧､

ビデオデータターミナル

データステーション

モデルB

(80欄カード入力)

区】l ターミナルシステムHITAC T-530/40構成区l
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■特集:上下水道システム

上下水道システムの技術と動向

上下水道における設備･運用計画技法

広域上下水道システムの総合制御

_L下水道システムのイ｢摘汁1三予防保全
上下水道システムの省エネルギー

新鋭浄水場の設備

新鋭浄水場の制御

活性汚泥プロセス水質制御の高度化

‾‾F水の高度処理プロセスと新技術のん占用

f_j立汚泥用流動焼却システム

拉近の日立上下水道監視制御システム

拉近の水質計測

最近の流量計測

日 立 Vol.42 No.8

グ ラ フ 北見の大規校飼料工場

ル ポ

明日を開く技術く8〉

家 庭 コ
ー ナ ー

技術史の旅く51〉

鳥取･倉吉の大規校かんがい設備

微細加工技術

ビリタリバソク日-†工冷J束冷儲J帝

石ぢ之と鉄道

続･美術館めぐりく8〉 栃イこ県立美術館

新 製 品 紹 介 才1純ミ機･洗たく機･乍巨十レンジ･カラーテレヒ
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